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本書の使いかた 


本書を正しくご活用いただくための表記上の約束ごとを説明します。 

表記上の約束 

注意マーク . に続く説明文は、製品の取り扱いにあたって特に注意すべき事 

項です。この注意事項に従わなかった場合、身体や製品に損傷を与え 
る恐れがあります。 

次の動作マーク . に続くページは、次にどこのページへ進めばよいかを記してい 

ます。 

文中の用語表記 

•Windows 搭載パソコンの場合、本書では、次のようなドライブ構成を想定して説明しています。 
C: ハードディスク 
D:CD-ROM ドライブ 

•文中 [] で囲んだ名称は、ダイアログボックスの名称や操作の際に選択するメニュー、ボタン、 
チェックボックスなどの名称を表しています。 

•本書に記載されているハードディスク容量は、 1GB= 1000 3 byte で計算しています。 0S やア 
プリケーシヨンでは、 1GB =1024 3 byte で計算されているため、表示される容量が異なリます。 


( ■本書の著作権は弊社に帰属します。本書の一部または全部を弊社に無断で転載、複製、改変などを、 
行うことは禁じられております。 

■ BUFFALO ™ は、株式会社メルコホールディングスの商標です。また、本書に記載されている他社 
製品名は、一般に各社の商標または登録商標です。本書では、™、®、©などのマークは記載して 
いません。 

■本書に記載された仕様、デザイン、その他の内容については、改良のため予告なしに変更される場 
合があり、現に購入された製品とは一部異なることがあります。 

■本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどがあ 
リましたら、お買い求めになった販売店または弊社サボートセンターまでご連絡ください。 

■本製品は一般的なオフィスや家庭の 0 A 機器としてお使いください。万一、一般 0 A 機器以外として使用さ 
れたことによリ損害が発生した場合、弊社はいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

• 医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステムなど、高い安全性が要求される用途に 
は使用しないでください。 

•一般 0 A 機器よりも高い信頼性が要求される機器や電算機システムなどの用途に使用するとき 
は、ご使用になるシステムの安全設計や故障に対する適切な処置を万全におこなってください。 

■本製品は、日本国内でのみ使用されることを前提に設計、製造されています。日本国外では使用しない 
でください。また、弊社は、本製品に関して日本国外での保守または技術サポートを行っておリません。 

■本製品のうち、外国為替および外国貿易法の規定により戦略物資等（または役務）に該当するもの 
については、日本国外への輸出に際して、日本国政府の輸出許可（または役務取引許可）が必要です。 

■本製品の使用に際しては、本書に記載した使用方法に沿ってご使用ください。特に、注意事項とし 
て記載された取扱方法に違反する使用はお止めください。 

■弊社は、製品の故障に関して一定の条件下で修理を保証しますが、記憶されたデータが消失•破損 
した場合については、保証しておリません。本製品がハードディスク等の記憶装置の場合または記 
憶装置に接続して使用するものである場合は、本書に記載された注意事項を遵守してください。ま 
た、必要なデータはバックアップを作成してください。お客様が、本書の注意事項に違反し、また 
はノ\'ックアップの作成を怠ったために、データを消失 • 破棄に伴う損害が発生した場合であっても、 
弊社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

■ 本製品に起因する債務不履行または不法行為に基づく損害賠償責任は、弊社に故意または重大な過 
失があった場合を除き、本製品の購入代金と同額を上限と致します。 

■本製品に隠れた瑕疵があった場合、無償にて当該瑕疵を修補し、または瑕疵のない同一製品または 
同等品に交換致しますが、当該瑕疵に基づく損害賠償の貴に任じません。 
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はじめに 

はじめに確認して頂きたいことを記載しています。 


各部の名称 


<前面> 



<背面> 



① 電源ランプ 

緑色点灯：電源 ON 時 
橙色点灯 ： RAID メンテナンス 中 

② アクセスランプ 

本製品に内蔵されたハードディスクの状態を表示し 
ます。上から順に Diskl — Disk 2 の状態を表示しま 
す。 

緑色点滅：アクセス時 
赤色点滅：リビルド時 
赤色点灯：異常時 

※赤色点灯した場合は、「故障かなと思ったら（ブ 
ザー•ランプの確認)」 ( P 29) を参照してください。 

③ 電源スイッチ (POWER MODE ) 

次ページを参照してください。 

④ eSATA コネクター 

eSATA 接続で取リ付けるときに、 eSATA ケーブル 
を接続します。 

⑤ USB コネクター 

USB 接続で取リ付けるときに、 USB ケーブルを接続 
します。 

⑥ 電源コネクター 

電源コードを接続します。 

® フアン 

ファンを塞ぐような設置はしないでください。 

® セキュリテイースロット 

別売のセキュリティーアダプターワイヤケーブルで 
固定することができます。 


HD - WLSU 2/ R 1 シリーズユーザーズマニュアル 





























電源の ON/OFF 


本製品の電源は、 「 PC 連動 AUTO 電源機能」によってパソコン本体の電源 ON / OFF に合わせて 
自動で ON / OFF します。パソコンの電源を OFF にしても本製品の電源が〇 FF にならない場合は、 
手動で OFF にしてください。 



使用時の注意 

• パソコンの電源スイッチを OFF にしてから本製品の電源ランプが消えるまでに、少し 
時間がかかることがあります。 

• AC アダプター付きの USB ハブに本製品を接続した場合、パソコンの電源スイッチを 
OFF にしても本製品の電源ランプが消えないことがあリます。本製品の電源スイッチ 
を OFF にするか、 USB ハブから本製品を取リ外してください。 
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起動用ハードディスクとしてお使いになる場合 

( eSATA 接続で Windows をインストールする場合のみ) 


eSATA 接続をした場合、 Windows をインストールし、本製品を起動用ハードディスクとして使 
用することもできます。 Windows をインストールする場合は、以下の手順で行ってください。 

• Mac OS をお使いの場合や USB 接続の場合は、 Windows をインストールできません。 

• RAID を設定する場合は、 0S をインストールする前に「はじめにお読みください」の 
手順で本製品をセットアップした後、 RAID 設定を行ってください。 Windows のイン 
ストール後は、 RAID 設定を行えません。 

• 2TB 以上の領域に 0S をインストールすることはできません。超えているときは、「は 
じめにお読みください」中の 「RAID を構築する」で互換モードとしてフォーマットし、 
1つの領域が 2TB を超えないようにしてください。 

Windows をインストールした後、ハードディスク内に未使用領域がある場合は、パーティ 
シヨンを作成し、フォーマットしてください。【画面で見るマニュアル「フォーマット/ 
メンテナンスガイド」】 

ハソコンに f 寸属の CD-ROM から Windows をインストールする場合 

本製品をパソコンに接続して電源を ON にし、パソコンのマニュアルを参照して OS をインストー 
ルしてください。 

mm お使いのパソコンによっては、仕様によリ Windows をインストールできないことがあリ 
ます。パソコンメーカーにご確認ください。 

Windows の CD-ROM からインストールする場合 

本製品をパソコンに接続して電源を ON にし、 Windows をインストールします。画面に表示さ 
れるメッセージに従って操作してください。インストール手順は Windows のマニュアルを参照 
してください。 Windows を新規にインストールする場合の一般的な手順は、次のとおりです。 


本製品を eSATA ケープルでパソコンに接続し、電源を ON にする 


▼ 


Windows の起動ディスクからパソコンを起動する 


▼ 


Windows をインストールする【各 0 S のマニュアルを参照】 


▼ 


パソコンを再起動する 


|はじめに 
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使いかた 


使用時の注意や本製品の取り外しかたを説明します。 


使用上の注意 


mm • 本製品に仮想メモリーを割リ当てないでください（本製品に os をインストールした 
場合を除く）。本製品を取リ外した際に、ハードディスク内のデータが破壊されるおそ 
れがあリます。 

• 本製品のアクセスランプが緑色点滅しているときは、絶対に eSATA ケーブルや USB 
ケーブル、電源ケーブルを抜いたリ、パソコンの電源スイッチを OFF にしたリしない 
でください。データが破損するおそれがあリます。 

• USB で接続した場合は、パソコン本体の省電カモード（スタンバイ、休止状態、スリー 
ブなど） は無効にしてください。データが破損したリ、省電カモードから復帰できな 
いことがあリます。 

• Macintosh をご'使用の方は、本製品を使用する前に必ずフォーマット（初期化）してください。 
【画面で見るマニュアル「フォーマット/メンテナンスガイド」】 

•本製品はホットプラグに対応しています （ eSATA 接続の場合は、弊社製 eSATA インターフエー 
スに接続した場合のみ)。 

本製品やバソコンの電源スイッチが ON のときでも接続ケーブルを抜き差しできます。ただし、 
必ず定められた手順に従って取り外してください。 【 P 8 「本製品の取り外しかた」】 

本製品にアクセスしているとき（アクセスランプが緑色点滅しているとき）は、絶対に接 
続ケーブルを抜かないでください。本製品に記録されたデータが破損する恐れがあリます。 

•複数の USB 機器と併用したいときは、バッファローコクヨサプライ製 USB ハブ（別売）など 
を使用してください。 

_バソコン本体と周辺機器のマニュアルも必ず参照してください。 

癱本製品から 0 S を起動することができるのは、 eSATA 接続した場合のみです。 USB 接続した 
場合は、本製品から 0 S を起動できません。 

#動作中に本製品を移動させたり、設置方向を変えないでください。本製品の破損の原因となり 
ます。 


#本製品に物を立てかけないでください。 

転倒して故障する恐れがあリます。 

• Windows パソコンで使用する場合 

USB 接続する場合は、 USB 2.0 ポートに接続してください （ USB 1.1 接続は推奨しておリません)。 
USB 1.1 準拠の USB ポートに接続すると、「高速 USB デバイスが高速ではない USB ハブに接続 
されています。（以下略）」と表示されることがあります。 

• FAT 32 形式のハードディスクに保存できる1ファイルの最大容量は 4 GB です。 

本製品は FAT 32 形式でフォーマツトされているため、1ファイルの最大容量が 4 GB となリま 
す。 NTFS 形式や MacOS 拡張フォーマツト形式で本製品をフォーマツト（初期化)すれば1ファ 
イルが 4 GB 以上のファイルでも保存できるようになります。 
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A 本製品の発熱について 

本製品は筐体を利用して内部からの熱を放熱しておリます。筐体表面が熱くなリますが、 
異常ではありません。熱がこもると故障の原因となりますので、次の事項は行わないでく 
ださい。 

• 本製品を横置きにしたり、積み重ねて使用しないでください。 

• 本製品の上や周りに放熱を妨げるような物を置かないでください。 

• 本製品に布などをかぶせないでください。 


• Macintosh でリカバリーするときは、本製品を取リ外してください。 

取り外さないとリカバリーできないことがあります。 

•本製品の動作時、特に起動時やアクセス時などに音がすることがあリますが、異常ではありま 
せん。 

_ eSATA ケーブルで接続した場合、本製品を複数の領域に分割していても、1つの領域しか認 
識されません。 

通常モード設定時は、ハードディスク1台しか認識されません。 

• Windows XP/Server 2003 (Service Pack 適用前）をお使いの場合、 2 TB を超える容量の領域 
に対応していません。 2 TB を超える容量の本製品を フォーマット するときは、 RAID 管理 ユー 
ティ リ ティーで 「NTFS フォーマッ ト - 互換 モード」 または 「 FAT 32 フォーマッ ト-互換 モード」 
を選択してください。 2 TB を超えないように領域を分割して フォーマッ トされます。【「はじめ 
にお読みください」参照】 


# Windows 7/ Vista/Server 2008 R 2 /Server 2008 /Server 2008 R 2 /Server 2003 (Service Pack 適 
用前の Windows Server 2003を除く）をお使いで、 2 TB を超える領域を1ドライブで使用し 
たいときは、 RAID 設定をしなおしてください。また 、 Windows XP や Service Pack を適用し 
ていない Windows Server 2003をお使いで、 2 TB を超える容量が認識できない場合は、互換モー 
ドになっていない可能性があります。このようなときも RAID 設定をしなおしてください。 

•ウイルス対策などでセキュリティーソフトウェアをインストールしている場合 ( Windows ファ 
イアウオール以外を使用している場合）、セキュリティーソフトウェアのマニュアルを参照し 
て 、 RAID 管理ユーティリティー （ C:¥Program Files ¥ BUFFALO¥RAID Utility ¥ RaidUtility . exe ) を 
ファイアウォールへ例外登録してください。設定に関する手順については、ソフトウェアメー 
カーにお問い合わせください。 
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本製品の取リ外しかた 


以下の手順で取リ外してください。 

パソコンの電源スイッチが OFF の時は、そのまま取リ外せます。 


Windows 

接続方法によって、手順が異なります。 


■ USB 接続の場合 

必ず次の手順に従って取リ外してください。次の操作を行わずに本製品を取リ外すと、デー 
夕が破損したリ製品が故障する原因となリます。以下の説明では、 Windows Vista の画 
面を使用しています。 

NTFS 形式でフォーマツトしたパーティションがある場合、以下の手順では取リ外しでき 
ないことがあります。その場合は、パソコンの電源を OFF にしてから本製品を取り外し 
てください。 


1タスクトレイのステータス表示領域に表示されているアイコン（分、または 
%、 をクリックします。 


2 メニューが表示されたら、 [USB 大容量記憶装置（デバイス）-ドライブ（心) 
を停止します]をクリックします。 


下線部には、本製品に割り当てられたドライブ名が表示されます。 
お使いの 0 S によって、メツセージが少し異なります。 


USB 大容星記恒装匿-ドライブ^ H :) を安全に取り外します 


本製品に割り当てら 
れているドライブ名 
が表示されます。 



TurboPC を有効にしているときは、メニューに 「TurboPC」 と表示されます。 


3 [USB 大容量記憶装置デパイスは安全に取り外すことができます。 ] と表示され 
たら、 [0K] をクリックし、本製品を取り外します。 

* メッセージが表示されるまで、しばらく時間がかかる場合があリます。 

* RAID 管理ユーティリティーが起動している場合、エラーが表示され取リ外しできな 
いことがあリます。その場合は、 RAID 管理ユーティリティーを終了してから、上記 
の手順を行ってください。 

* Windows XP の場合は， [0K] をクリックする必要はあリません（表示は自動的に消え 
ます)。 


以上で完了です。 
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■ eSATA 接続の場合 


本製品を起動用ハードディスクとしてお使いの場合 ( Windows をインス 
トールした場合）は、本製品を取り外さないでください。 

本製品に os をインストールした場合、本製品を取り外すとパソコンが起動しません。また、 
再度接続したときもバソコンが起動しない恐れがあります。 

弊社製 eSATA インフエースのマニュアルを参照してください。 

パソコンの eSATA ポートに接続している場合、パソコンの電源を OFF にしてから本製品 
を取リ外してください。パソコンの電源が ON のときは、本製品を取リ外しできません。 

Macintosh 

Macintosh の場合は、以下の手順で本製品を取り外してください。 

1本製品のアクセスランプが点灯していることを確認し、デスクトップにある 
ハードディスク（本製品）のアイコンをゴミ箱にドラッグアンドドロップしま 
す。 

1^^本製品のすべてのアイコンを、ゴミ箱にドラッグアンドドロップしてください。 

2本製品を取り外します。 

以上で完了です。 
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フオーマツト 


本製品をフォーマット（初期化）する方法を説明しています。 


ご注意 


本製品は出荷時に FAT 32 形式でフォーマットされています。 

通常はそのままの状態でご使用いただけます。 

本製品を複数の領域に分けてご使用になる場合は、必ずフォーマットして 
ください。 

フォーマット手順は、付属 CD に収録されている「フォーマット/メンテ 
ナンスガイド （ PDF ファイル)」をご参照ください。 


TeraStation に本製品を接続してお使いの場合、本製品のフォーマット手 
順は、 TeraStation に付属のマニュアルをこ、参照ください。 


•フォーマット中は、絶対にパソコンや TeraStation の電源を OFF にしたり、リセットしないで 
ください。 

ディスクが破損するなどの問題が発生します。また、以後の動作についても保証できません。 
ご注意ください。 

•フォーマットすると、ハードディスク内にあるデータは失われます。フォーマットする前に、 
ハードディスクの使用環境をもう一度よく確認してください。 

ハードディスクのフォーマットは、お客様ご自身の責任で行うものです。 

誤って大切なデータやプログラムを削除しないように、フォーマットを実行するディスクが何 
台目のディスクか、パーティシヨン名は何か必ず確認しておいてください。 
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メンテナンス 


本製品のメンテナンス方法や内蔵ハードディスクの交換方法を説明します。 



バックアップの必要性 

ハードディスクに蓄えられた重要なデータを保護するために、外部のメディアにデータの複製を 
作成することを「バックアップ」といいます。大容量ハードディスクには、日々大量のデータが 
格納されます。事故や人為的なミスなど不測の事態でデータを失うことは、業務上大きな損失と 
なります。 

バックアップを行えば、同じデータが複数のメディア（ハードディスクなど）に保存されます。 
そのため、万が一、1つのメディアに保存したデータが破損•消失した場合でも、他のメディア 
から破損 • 消失したデータを復元することができます。 

ハードディスクを使用する場合は、定期的にバックアップを作成してください。 

バックアップ用のメディア 


バックアップ用のメディアには次のようなものがあります。 

• BD - R/RE • DVD 土 R/RW • DVD-RAM • CD - R/RW 

•光磁気ディスク （ MO ) •増設ハードディスク •ネットワーク （ LAN ) サーパー 

可能な限リ DVD - R など容量の大きいメディアにバックアップすることをおすすめします。 

増設ハードディスクに/\'ックアップする場合は、そのハードディスクをバックアップ専用にする 
ことをおすすめします。 

バックアツプデータの復元 „( リストア） 


バックアップデータを元のハードディスクに復元することをリストアといいます。 

リストアコマンド/ツールは、一般的にバックアップコマンド/ツールで指定されたもの以外は 
使用できません。マニュアルなどで確認して使用してください。 
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Windows には、 ハー ドディスクの エラー （異常）をチェックするためのツールが付属しています。 
このツールは エラー を修復することもできます。 ハー ドディスクを安全に使用するために、 ハー 
ドディスクを定期的にチェックすることをおすすめします。 

r^a •エラーのチェック方法は、 Windows のヘルプやマニュアルを参照してください。 

• Macintosh には、ハードディスクのエラーをチ ェッ クするためのツールは付属してい 
ません。ディスクのチェックには、市販のユーティリティーを使用してください。 


最適化（デフラグ) 


ハードディスクを長期間使用してファイルの書き込みや削除を繰り返していると、ファイルが分 
断されてディスクのあちらこちらに散らばってしまいます。これを断片化（フラグメンテーシヨ 
ン）といいます。断片化されたファイルの読み書きは、ディスクのあちらこちらにアクセスしな 
くてはいけないため、時間がかかってしまいます。 

このように散らばってしまったファイルをきれいに並べなおすことを、最適化（デフラグメンテー 
シヨン）といいます。ハードディスクを最適化すると、ディスクアクセスの速度が改善されます。 
Windows には、断片化したハードディスクを最適化するためのツールが付属しています。ハー 
ドディスクを快適に使用するために、定期的にハードディスクを最適化することをおすすめしま 
す。 


nag •最適化の方法は、 Windows のヘルプやマニュアルを参照してください。 

• Macintosh には、ハードディスクを最適化するためのツールは付属していません。ディ 
スクの最適化には、市販のユーティリティーを使用してください。 


特定のソフトウェアが使用できない場合 


パソコン標準搭載のハードディスクを対象にしたソフトウェア〇※）上で、本製品を使用できな 
いことがあります。 

その場合は、パソコンに標準搭載のハードディスクを使用するか、他のソフトウェアを使用して 
ください。 

※ソフトウェアの仕様はソフトウェアメーカー（プリインストールソフトウェアではパソコン 
メーカーの場合があります）にこ'確認ください。 
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RAID の構築 ( USB 接続のみ） 


本製品に内蔵されている2台のハードディスクで RAID を構築し、1台のハードディスクと使用 
できます。また、 RAID を解除したり、再構築する場合も以下の手順で行えます。 

RAID を構築するときの注意 

• RAID を構築する時は、本製品一台のみを USB ケープルで接続し、他の USB 機器は全て取リ 
外してください。本製品を eSATA で接続したリ、他の USB 機器が接続されていたりすると、 
正常に RAID を構築できないことがあります。 

• RAID を構築すると、本製品に保存されていたデータが全て消去されます。 RAID の構築を行う 
前にバツクアツプを作成してください。 

RAID とは 

RAID (レイド）とは、複数のハードディスクを組み合わせて1台のハードディスクに見立て、ハ_ 
ドディスクを高速化したり、故障時の復旧を容易にしたりするシステムです。本製品では、2台 
のハードディスクで RAID を構築します。ハードディスクの組み合わせかたにより、 RAID レベル 
が決められています。本製品が対応している RAID レベルは、次のとおりです。 

■ RAIDO モード（高速な大容量ハードディスクとして使用でき 
る） 

2台の ハー ドディスクを1台の大容量 ハー ドディスクとして使う方法です。データを分散して2 
台の ハー ドディスクに同時記録するため、アクセス速度が向上します。 0S からは2台の ハー ドディ 
スクの容量を足した1台の大容量ハードディスクとして認識されます。 RAIDO モー ドでは、デー 
夕を保護するしくみがありません。そのため、ハードディスクが1台でも故障したら、すべての 
データが読み出せなくなります。 

•ハードディスクの構成例 

HD-WL2TSU2/R1 の場合： 2TB(1TBX2) のハードディスクとして認識します 



る 


ー メンテナンス 
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■スバニングモード（大容量ハードディスクとして使用できる） 

2台の/\_ドディスクを1台の大容量/\ー ドディスクとして使う方法です。 0S からは2台のハー 
ドディスクの容量を足した1台の大容量ハードディスクとして認識されます。データを分散せず 
に保存するため、アクセス速度は通常と変わりません。スパ ニン グモードでは、データを保護す 
るしくみがありません。そのため、ハードディスクが1台でも故障したら、すべてのデータが読 
み出せなくなります。 


•ハードディスクの構成例 

HD-WL2TSU2/R1 の場合： 2TB(1TBX2) のハードディスクとして認識します 


データ 

①②③④ 

_ L データ 



r ①②③④⑤ 

_ L L；f データ 

1 台目のハードデイ ©⑦⑧ ••• 

スクから順番にデー 
夕を保存。 

2台全ての容量を使 
用できる。 

V 


大容量のハードデイス 
クとして使用する 
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■ RAID 1 モード（自動的にバックアップを作成し、データを安 
全に保存できる） 

バックアップ用の ハー ドディスクに保存するデータのパックアップを作成することにより、デー 
夕を保護します。1台のハードディスクが故障しても、バックアップ用のハードディスクにある 
データを読み出すことができるため、そのまま使い続けることができます。また、故障した ハー 
ドディスクを新しい ハー ドディスクに交換すれば、データを復旧できます。 os 上からは、1台 
分の ハー ドディスクの容量しか認識されません。ハードディスクへのアクセス速度は、1台だけ 
使っている場合とほぼ同じです。 

•/\~ドディスクの構成例 

HD-WL2TSU2/R1 の場合： 1TB (1TBX1) のハードディスクとして認識します 



ー メンテナンス 
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■通常モード （2 台のハードディスクとして使用できる） 

RAID を構築しないで使用します。本製品は2台のハードディスクとして認識され、それぞれに 
違うデータを保存できます。 


_ハードディスクの構成例 

HD-WL2TSU2/R1 の場合： 1TB のハードディスクを2台認識します 


データ 

①②③④ 


データ 

木*** 



2台のハードディスクに個別に 
アクセスできる 


1^^ eSATA ケーブルで接続した場合、通常モード設定時は、ハードディスク1台しか認識さ 
れません。（本製品を接続した eSATA ポートがポートマルチプライアに対応していれば2 
台表示できます)。 
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RAID 管理ユーティリティーのインス左ール 

RAID を構築するときは、 RAID 管理ユーティリティーを使用します。 RAID 管理ユーティリティー 
をインストールしていない場合は、以下の手順でインストールしてください。 

rraa すでに RAID 管理ユーティリティーをインストールしている場合は、以下の手順は必要 
ありません。 


■ Windows 

1ユーティリティー CD をパソコンにセットします。 

DriveNavigator が起動します。起動しないときは、ユーティリティー CD 内の「コンピュー 
夕 （マイ コンピュータ)] 内の CD-ROM ドライブアイコンををダブルクリックしてください。 

ム [ かんたんスタート] — [ソフトウェアの個別インストール】の順にクリックします。 

3 [RAID 管理ユーティリティー]を選択し、 [ インストール開始]をクリックします。 

以降は、画面の指示に従ってインストールしてください。 


■ Mac OS X 以降 

1ユーテイリテイー CD の [ Mac ] フォルダーにある 「 Raidlltility . dmg 」 をダブル 
クリックします。 


2デスクトツプに解凍された RaidUtility ディスクをダブルクリックします。 


•3 RaidUtility ディスク内の f ( RaidUtility ) をデスクトップにコピーします。 

以上で完了です。 


RAID 管理ユーティリティーを起動するときは、デスクトップの 
クします。 




(RaidUtility) 


をダブルクリツ 


mm デスクトップにコピーした ^ (RaidUtility) は、削除しないでください。削除すると、 
RAID 管理ユーティリティーを起動できなくなリます。削除してしまった場合は、再度ユー 
ティリテイー CD からコピーしてください。 
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RAID を構築する 

RAID は、以下の手順で構築してください。 

「RAID を構築するときの注意」 （P13) を必ずお守リください。 

naa ここでは、 Windows 7の画面を例に説明しています。お使いの 0S によって画面が異な 
ります。 


1 RAID 管理ユーティリティーを起動します。 


Windows の場合は、[スタート]-[(すべての）プログラム]- [BUFFALO] - [RAID 
Utility] - [RAID 管理ユーテイリテイー]を選択します。 


※ Windows 7/Vista をお使いの場合、「次のプログラムにこのコンピュータへの変更を 
許可しますか？」や、「プログラムを続行するにはあなたの許可が必要です」と表 
示されたら、[はい]または[続行]をクリックします。 


• Macintosh の場合は、デスクトツプにコピーした 
クします。 


(RaidUtility) 


をダブルクリツ 


2 [設定]をクリックし、[ディスク構成の変更]を選択します。 


盘 RAID 宣捏ュ-テ< リティ 


7ィル([酿 

WLSU2- 〔 


ディスク 


-①[設定]をクリックします。 


デ イス5容量： 1863 GB 
状疲 ： 正常 


—②[ディスク構成の変更]を選択します。 


デイス! J 容 g: 1863 GB 


以下の画面が表示されたときは？ 


パスワードを設定している場合は、以下の画面が表示されます。パスワードを入力して[次 
へ]をクリックしてください。 

パスワードを忘れた場合、 RAID を構築することはできません。弊社サポートセン 
ターへご連絡ください。 



①パスワードを入力します（半角英数字 
8文字以内)。 

©[次へ]をクリックします。 
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3 構築する RAID を選択し、 


盏モード逞択 


RU [次へ] 

口 u,isBr 


ディスク構成の還択 


通常モィ 

2台を哪 I ]のディスクとして使用対 
) スノモード 

1台の穴容量ディスクとして使用する 
, RAIDO モ-ド 

1台の大容量&高速ディスクとして使用す5 

RAID 1モード 

1台の高信頼性デイスクとして使用する 


□ RAID 搞韵寺にリ巴レド飾 
□ パスワードを設定する 


似ワイ1 
m ヮ-ド(確 iS )[ 
ノ U ワ-⑽じ卜 I 


次へつ [ キゃン也レ| 


I をクリックします。 

①構築する RAID を選択します。 
■②[次へ]をクリックします。 


※パスワード設定について 

RAID 1、 RAIDO 、 スバニングを選択された 
場合、ディスク構成の変更時のパスワード 
を設定できます（半角英数字8文字以内)。 
パスワードを設定するときは、「パスワード 
を設定する」にチェックを付け、設定する 
パスワードを入力してください。なお、パ 
スワードを忘れると RAID を構築できなく 
なりますので、お客様の責任で厳重に管理 
してください。 

* RAID 構築時にリビルドする場合 ( RAID 1 
のみ） 

RAID 1 を再構築される場合、構築時にリ 
ビルドできます。リビルドを行う場合は、 
「 RAID 構築時にリビルドを行う」を選択し 
てください。 


4 フォーマットする形式を選択します （Windows のみ)。 



-①フォーマツトする形式を選択します。 


-②[次へ]をクリックします。 


1^^ • Macintosh をお使いの場合、上の画面は表示されません。次の手順へ進んでください。 
• NTFS フォーマット（推奨）を選択することをお勧めします。 FAT 32 フォーマット 
を選択した場合、 4 GB 以上のファイルを保存できません。 

• WindowsXP / Server 2003 (Service Pack 適用前）をお使いの場合、 2 TB を超える 
容量の領域に対応していません。 

2 TB を超える容量の本製品をフォーマットするときは， 「 NTFS フォーマット-互換 
モード」または 「 FAT 32 フォーマット-互換モード」を選択してください。 2 TB を 
超えないように領域を分割してフォーマットされます。 

• 2 TB を超える容量の領域をフォーマットするとき、 「 NTFS フォーマット（推奨}」 

を選択すると 2 TB 以上でも1つの領域として確保できます。この場合 、 Windows 
XP / Server 2003 ( Servicepack 適用前）では使用できません。 
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Windows をお使いの方へ 

RAID 管理ユーティリティーでディスク構成 ( NTFS フォーマツトを選択）の変更を行うと、次の画面が表 
示されることがあリます。 


このようなときは、ディスクの構成変更が完了してから（「設 
定の変更が正常に終了しました」と表示されます)、必ず[キャ 
ンセル ] をクリックしてください。 

ディスク構成の変更は正常に完了しています。そのままご使 
用ください。 


※上記の画面で[ディスクの フォーマッ ト]をクリックしてしまつたときは、次のように操作してください。 
• 「この操作を実行するための権利がありません」と表示された場合： 

[0 K ] をクリックしてください。 

• 「フォー マッ トできません」と表示された場合： 

[閉じる]をクリックしてください。 

• Windows 標準のフォーマット画面が表示された場合： 

[閉じる]をクリックしてください。 [ 開始 ] をクリックするとディスク構成の変更が正常に完了し 
ないことがあリます。このようなときは、再度 RAID 管理ユーティリティーでディスク構成を設定 
し直してください。 



5 「 RAID モードを変更すると、ハードディスク内のデータが消去されますがよろ 
しいですか？」と表示されたら、 [ Yes ] をクリックします。 

6 「変更先ドライブの内容を再度確認してください。続行してよろしいですか？」 
と表^ 1 、されたら、[はい]をクリックします。 

RAID の構成が始まります。 

7 「 RAID 構築が完了しました j と表示されたら、 [0 K ] をクリックします。 

以上で RAID の構築は完了です。 


撕賴 Macintosh をお使いの方へ 

• RAID を構築した後に本製品を MacOS 拡張形式で初期化する必要があります。画面で 
見る マニュアル 「フォー マツ ト/メンテナンスガイド」を参照して、本製品を初期化 
してください。 

• RAID 構築後に本製品をパソコンに接続すると、アクセスランプが緑色に点灯して正常 
に認識されないことがあリます。その場合は、本製品の電源を OFF した後、再度電源 
を ON にしてください。 


RAID を再構築/解除するときは 

「RAID を構築する」と同じ手順で設定できます。再構築するときは、新しい RAID 設定を設定し 
てください。 RAID を解除するときは、「通常モード」を選択してください。 
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メール通知機能 (Windows のみ) 


RAID 管理ユーティリティーで、指定されたイベント発生時に設定されたメー ルアドレスに通知 
メールを送信することができます。メール通知機能は次のように設定します。 

m3 ここでは、 Windows 7の画面を例に説明しています。お使いの 0S によって画面が異な 
ります。 

1[スタート]一[(すべての）プログラム] 一 [ BUFFALO ] — [RAID Utility ] - [RAID 
管理ユーティリティー]を選択します。 


2 [設定]をクリックし、[オプション設定]を選択します。 



① [ 監視設定]タプをクリックします。 


② [ 異常発生時にメールを通知する]をク 
リックし、チェックマークを表示させ 
ます。 

メールの件名を入力することもできま 
す。[デフオルトに戻す]をクリックす 
ると、件名を [ HD - WLSU 2/ R 1 Report ] 
とします。 


③[更新]をクリックします。 


3 


f SS 視設定.卜 


’圉具累発生時(こメール在通知す5 
通知メール件名 SSBff のみ） 


^7* ル傾す] 


[HD-WISU2/R1 R 


ポッ 77' クプ棵 S 

圜ポップア9ブメ5セ-ジ綠示す5 


RAID メンテナンス拙能 
B RAIW： ガナンス棚能をす S 


% urn ケジュ-ル序 a 
毎月1日 

I今択 -RAIIW：/? ナンス奭行寸 a 1 


▼ II 月•日： 


閡始時刻/ _JJ 時 


f r 1 ■ 
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基オプション 

r 監視設定でしメール送馆設定— L ")_ 

メ-ル通知®姥 

H ft 常発生晞こメールを通知す5 
ji 知;*-ル件名（英数？舰 
IHD-WLSU2/R1 Report 


デフォルトに戻 t| 


[メール送信設定]タブをクリックしま 
す。 


ポ9か虎姥 

囹ポ-ク你プメ5セ-ジ奄表示す5 


RAID メンテナンス棚能 
H RAIW >5 ■ナンス微を棚狗 


5使用しているメールサーバーのアドレス、アカウント、パスワードを入力し、 
送信元 • 送信先のメールアドレスを指定します。 



Gat アドレス 'N 

ァドレス1 

[テスト送 ff 

ァド以2 

L テスト送信 

ァドレス3 

( テスト I 

アドレス《 

1テスト送信 j 

アドレス5 

V 

テス HSf 


[ 5)86 モー阿こする| 


①使用する SMTP サーバーのアドレス、 
ポート番号、送信元メールアドレスを 
入力します。 

POP before SMTP を使用する場合は、 
[「POP before SMTP」 を使用する]を 
選択し、 POP サーバの アドレス、 ポー 
卜番号、ユーザーアカウント、パスワー 
ドを入力します。 

-②送信先メールアドレスを入力します 
(最大5つまで)。 

-③[更新]をクリックします。 


出荷時状態（基本モード）では、以下の条件のときにメールを送信します。 


① RAID メンテナンスエラーが発生した時。 

② HDD エラーが 発生した時。 

以上でメール通知機能の設定は完了です。 
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メールを送信する条件は、以下の手順で指定できます。 


2 

3 

4 


[ 拡張モードにする]をクリックします。 

「拡張モードへ変更します。 j と表示されたら、 [ Yes ] をクリックします。 
[メール通知条件]タブをクリックします。 

どのようなときにメールを送信するか条件を指定します。 



①メー ルを送信する条件をクリックし、 
チェック マークを 表示させます。 


②[更新]をクリックします。 


以上でメー ル送信の条件の指定は完了です。 
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ッセージ表示機能 ( Windows のみ） 


RAID 管理ユーティリティーで、指定されたイベント発生時にタスクバーの _ アイコンからメッ 
セージを表示することができます。 


<表示例> 

で - 

❹ WLSU2-XXX ^ X 

リビノレド実行中で T(1 %) 


は' _ 8 


メツセージ表示機能は次のように設定します。 

ここでは、 Windows 7の画面を例に説明しています。お使いの 0S によって画面が異な 
ります。 


1[スタート]一[(すべての）プログラム]- [ BUFFALO ] - [RAID Utility ] - [RAID 
管理ユーティリティー]を選択します。 


2 [設定]をクリックし、[オプション設定]を選択します。 


£ RAID 宣理ュ—ティリテイ 


ファイル卜 


ディスク構®® SB 


RAIOI 
X常 
1862 GB 


デ イス!?容量： 1863 GB 


デイス iJ 容量：1863 GB 


-①[設定]をクリックします。 


—②[オプシヨン設定 ] を選択します。 



①[監視設定]タブをクリックします。 


②[ポップアップメッセージを表示する] 
をクリックし、チェックマークを表示 
させます。 


③[更新]をクリックします。 
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下記の条件のときに、メッセージを表示します。 

1. ディスクが挿入され、正常状態になりました。 

2. リビルドが完了し、正常状態になりました。 

3. ディスクが挿入されましたが、 RAID は異常状態です。 

4. ディスクが抜かれ、 RAID は異常状態です。 

5. RAID は、リビルド中から異常状態になりました。 

6. ディスクが挿入され、リビルドが開始されました。 

7•リビルド中にディスクが抜かれました。 

8. リビルド実行中です。 

9. RAID メンテナンスが実行されました。 

10. RAID メンテナンスが完了しました。 

11. RAID メンテナンス中です。 

12. RAID メンテナンス中にディスク間の相違が発生しました。 

13. RAID メンテナンス中にセクターを修正しました。 

14. R/W エラーが発生しました。 

15•ディスクが挿入されました。 

16. ディスクが抜かれました。 

17. HDD エラーが発生しました。 

18. RAID が構築されました。 

19. RAID が削除され、通常モードになりました。 

20. リビルド中、ソースドライブにエラーが発生しました。 

21. リビルド中、ターゲットドライブにエラーが発生しました。 

22. リビルド中にソースドライブにタイムアウトエラーが発生しました。 

23. リビルド中にターゲットドライブにタイムアウトエラーが発生しました。 

以上でメッセージ表示機能の設定は完了です。 
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| メンテナンス 


ログ記録機能 ( Windows のみ） 


RAID 管理ユーテイリテイーがインストールされたフォルダー（初期設定では、 C:¥Program Files ¥ 
BUFFALO¥RAID Utility ¥ xLSU 2- xxx ) には、自動的に 「 event _ log _(*1). txt 」 ファイルが作成されます。 
ます。なお、ファイルは月ごとに分割されます。 

*1: 年と月の数字が入ります。例： 2010年7月の場合は、 r 201007 J と入リます。 
ログファイルには、次のような情報が記載されます。 


[2010/ xx/xx xx : xx : xx ] [ 情報 レ ベル ][ログの記録内容] 

ログの記録日時 INFO = お知らせ情報 

WARN = 警告情報 
ERR = エラー情報 


※ログファイルの保存期間は、6ヶ月です。 

下記の条件のときに、ログが記録されます。 

I. ディスクが挿入され、正常状態になりました。 

2•リビルドが完了し、正常状態になりました。 

3.ディスクが挿入されましたが、 RAID は異常状態です。 

4•ディスクが抜かれ、 RAID は異常状態です。 

5. RAID は、リビルド中から異常状態になりました。 

6. ディスクが挿入され、リビルドが開始されました。 

7. リビルド中にディスクが抜かれました。 

8. RAID メンテナンスが実行されました。 

9. RAID メンテナンスが完了しました。 

10. RAID メンテナンス中にセクターを修正しました。 

II. R / W エラーが発生しました。 

12•ディスクが挿入されました。 

13•ディスクが抜かれました。 

14. HDD エラーが発生しました。 

15. RAID が構築されました。 

16. RAID が削除され、通常モードになりました。 

17. リビルド中、ソースドライブにエラーが発生しました。 

18. リビルド中、ターゲットドライブにエラーが発生しました。 

19. リビルド中にソースドライブにタイムアウトエラーが発生しました。 

20. リビルド中にターゲットドライブにタイムアウトエラーが発生しました。 

以上でログ記録機能の設定は完了です。 
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RAID メンテナンス機能 ( Windows のみ） 


RAID 管理ユーティリティーで 、 RAID メンテナンス機能（不良セクターによるエラーがないか定 
期的にチェックし、エラーがあった際は自動的にリビルドする機能）を設定することができます。 
RAID メンテナンス機能は次のように設定します。 

naa ここでは、 Windows 7の画面を例に説明しています。お使いの 0S によって画面が異な 
ります。 

1[スタート]-[(すべての）プログラム]- [ BUFFALO ] - [RAID Utility ] - [RAID 
管理ユーティリティー]を選択します。 


2 [設定]をクリックし、[オプション設定]を選択します。 

——①[設定]をクリックします。 


i RAID 龍ユ-ティ I. 
ファィル 《KS \}-rr 


ディス頻 




—②[オプシヨン設定]を選択します。 


3 


逸オプション 


(g 視設定 


メ-ル通知雛 

B 具!*発生啼;:メ-ル Sil 知す5 
a 知メ-ル件名 mm ^ m ) 


g フォル H 激] 


ポ977•ノブ棚姥 

囫物？7,ブメ ?セ-ジ SS5 す5 


' ナンス榴能 
囫 RAIDsC/f ナンス棟能を使用す5 


% 実行; Wr ジュ-ル|毎® 

© 毎月1日 

[今すぐ‘ R«D メンテナンス裡能 S 実行するI 


nflaa — -▼」 

閉始時刻〇 : I寺 


-①[監視設定]タブをクリックします。 


-② [RAID メンテナンス機能を使用する] 
にチェックし、実行する周期を指定し 
ます。[今すぐ RAID メンテナンス機 
能を実行する]をクリックすると、す 
ぐに RAID メンテナンス機能を実行で 
きます。 

-③[更新]をクリックします。 


ma アクセスランプは、ディスクアクセスに対応して緑色点灯します。 raid メンテナンス機 
能実行中は、アクセスランプが数秒おきに緑色点灯します。 RAID メンテナンス機能実行 
中にドライブに対してアクセスを行うと、完了までの時間が増えます。 


以上で RAID メンテナンス機能の設定は完了です。 


ー メンテナンス 
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RAID メンテナンス機能は、次の条件では実行できません。 

• RAID メンテナンス機能中にの エラー が発生した状態 

• U ビルド、中 

• 既に RAID メンテナンス機能が実行されているとき 

RAID メンテナンス機能の実行スケジュール 

RAID メンテナンス機能の実行スケジュールは、次の設定をすることができます。 

•毎週（日、月、火、水、木、金、土から曜日指定できます。） 

•第 （ 1、2、3、 4) (日、月、火、水、木、金、土から曜日指定できます。） 

•第1、3 (日、月、火、水、木、金、土から曜日指定できます。） 

•第2、4 (日、月、火、水、木、金、土から曜日指定できます。） 

•毎月1日 

実行される時間は、〇〜2 3時の間で、1時間単位で指定できます。 

オプション設定画面で[更新]をクリックしたときに、現在時刻をもとに次の実行日時を 
計算し、30分後以降であればそのまま設定し、30分以内であればさらに次の実行日時を 
計算し設定します。 

例：「毎週日曜日」「午前0時」の設定を、土曜日の23時30分以前に設定した場合、30 
分後に RAID メンテナンス機能が有効化されます。土曜日の23時31分以降であれば、 
次の週に設定されます。 


本製品やハードディスクの詳細情報を確認するには 

RAID 管理ユーティリティーのメニューから、[ファイル]-[情報]をクリックすると、本製 
品の詳細情報（ディスクの個数、デ/くイスの状態、ファンの状態など）を確認することがで 
きます。 

またオプシヨン設定画面の [ 拡張モードにする]をクリックした状態で、 RAID 管理ユーティ 
リティーのメニューから、[ファイル]-[情報]をクリックすると、[ディスク情報]をクリッ 
クできます。[ディスク情報]では、ハードディスク個体の詳細情報を確認することができ 
1ます。 . 
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故障かなと思ったら（ブザー•ランプの確認) 


本製品には、異常が発生した場合にブザーやアクセスランプで状態を表示する機能があります。 
故障かなと思ったときは、ブザーやアクセスランプの確認をしてください。 



ディスク1、下がディスク2の状 
態を表示します。 


アクセスランプの 
状態 

ブザー音 

本製品の状態 

- 

ピー • ピー • ピー 

(繰り返し鳴る） 

背面のファンが停止しています。本製品の電源を OFF 
にして、ファンにほこりがたまっていないか確認して 
ください。ほこりを取リ除いても解決しない場合は、 
ファンが故障している可能性があリます。弊社サボー 
トセンターへこ'連絡ください。 

- 

ヒ。- 

(連続して 
鳴り続ける） 

ハードディスクが非常に高温となっています。背面の 
ファンが回転しているか確認してください。 

ファンが回転していない場合は、本製品の電源を OFF 
にして、ファンにほこりがたまっていないか確認して 
ください。ほこりを取り除いてもファンが回転しない 
場合は、ファンが故障している可能性があリます。弊 
社サポートセンターへこ'連絡ください。 

ファンが回転している場合は、ハードディスクが故障 
している可能性があります。アクセスランプを確認 
し、ハードディスクの状態を確認してください。なお、 
どのアクセスランプも赤色点灯していない場合でも、 
ハードディスクが高温となっています。本製品の電源 
を OFF にして、1時間以上待ってからお使いください。 
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アクセスランプの 
いずれかが 
赤色点灯 

ピー 

(約 3 秒鳴って 
停止） 

ハードディスクに異常があリます。アクセスランプが 
点灯しているハードディスクを交換してください。交 
換しても解決しない場合は、ハードディスクが正しく 
接続されているか確認してください。 

アクセスランプの 
いずれか（複数の 
場合もあります） 

が赤色点滅 

(ピッピッピッ） 

リビルド（データ修復）中です。 RAID 1 モードでハー 
ドディスクを交換した場合にこの状態となリます。ア 
クセスランプが緑色点灯するまで（リビルドが完了す 
るまで）電源を OFF にしないでください（リビルド完 
了時に、「ピッピッピッ」とブザーが鳴リます)。本製 
品内部でデータの移動を行っています。電源を OFF に 
すると、本製品が故障したり、データが破損•消失す 
る恐れがあります。 

リビルド中でもパソコンに接続して使用できますが、 
データ転送速度が遅くなります。 

リビルド時間は、 RAID 1 モードの場合で 100 GB あた 
リ約 30 分 ( HD - WL 2.0 TSU 2/ R 1 の場合、約 5 時間） 
かかります（パソコンに接続していない状態での目安 
です)。 

全ての 

アクセスランプが 
赤色点灯 

ピー 

(約 3 秒鳴って 
停止） 

本製品を認識できません。本製品を USB で接続し、 
RAID を構築してください ( P 18)。 

アクセスランプが 
複数、または、しヽ 
ずれかが消灯 

一 

ハードディスクが正しく接続されていません。ハード 
ディスクを正しく接続しなおしてください。 


※アクセスランプは、ディスクアクセスに対応して緑色点滅します 。 RAID メンテナンス機能実 
行中は、電源ランプが橙色に点灯します。 
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ハードディスクの交換 


本製品に内蔵のハードディスクが故障したときは、別途ハードディスクを用意し、本紙に記載の 
手順にしたがって故障したハードディスクと交換してください （ 故障していないハードディスク 
は交換しないでください)。 

■ RAID1 モードでお使いのとき 

RAID 管理ユーティリティーで故障したディスク番号の[状態]に「エラー発生」の文字が表示さ 
れます。本製品の電源を OFF にし、故障したハードディスクを交換してください。 

■ RAID0 モード、スバニングモード、通常モードでお使いのとき 

RAID0 モード、スバニングモード、通常モードで故障した時は、 RAID アレイ内のデータ、ハードディ 
スク内のデータを失います。ハードディスクを交換してもデータを修復することはできません。 
RAID 管理ユーティリティーで故障したディスク番号の[状態]に「エラー発生」の文字が表示さ 
れます。本製品の電源を OFF にし、故障したハードディスクを交換してください。 


交換するときの注意 

争本製品の前面カバー部分だけを持って持ち上げないでください。前面カバーがはずれてしまい、 
落下する恐れがあります。 

• 本製品は精密な機器です。落としたり衝撃を与えないよう慎重に作業を行なってください。 

•本製品は約 3kg の重量があります。落としてけがすることがないよう慎重に作業を行なってく 
ださい。 

•本製品内部の金属部分で手をけがしないよう慎重に作業を行なってください。 

_ハードディスクを交換する場合は、本書で指示されていない部分は絶対に分解しないでくださ 
しヽ。 本製品の分解によって生じた故障や破損は、弊社の保証対象外となりますので、あらかじ 
めご了承ください。 

•静電気による破損を防ぐため、身近な金属 （ ドアノブやアルミサッシなど）に手を触れて、身 
体の静電気を取リ除いてください。 

争故障していないハードディスクは絶対に取リ外さないでください。 

•ハードディスクの左右の配置を入れ替えないでください。入れ替えた場合、本製品のデータが 
破損 • 消失する恐れがあります。 

例）左にあるハードディスクを抜き出し、右にあるハードディスクと差し替えるなど。 


• 交換用ハードディスクについて 

本製品のハードディスクを交換するときは、故障したハードディスクと同じ容量の弊社製内蔵 
ハードディスクをお買い求めください。 

弊社製 HD-HFBS2/3G シリーズ 

例）本製品が 2TB モデル (1TB X 2) の場合は、 「HD-H1.0TFBS2/3G(1TB)」 をお買い求めください。 
※本製品で使用したことのあるハードディスクは使用しないでください。リビルドが正常に 
働かないことがあリます。 
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交換手順 

以下の説明は取り外す場合の手順です。ハードディスクの交換後、元どおりに組み立てる場合は、 
取リ外したときの逆の手順で行なつてください。 

1本製品の電源を OFF にし、ケーブル類を全て取り外します。 



2正面から見て左側面のくぼみを押しながら、前面カバーを手前に引きます。 



3 前面カバーを取り外します。 



4故障したハードディスクの下側ツメを押さえながら，上側のつまみを 2 cm ほ 
ど引ぎ出します。 


つまみ、ツメとハードディスクの 
間に指をはさまないようご注意く 
ださい。 
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8 ケーブル類を元の状態に戻し、本製品の電源を ON にします。 

アクセスランプが赤色に点滅し、リビルドが始まります。 

以上でハードディスクの交換は完了です。 
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5本製品から故障したハードディスクを抜き出します。 

6新しいハードディスクを本製品にカチッと音がするまで差し込みます。 


7前面カバーの凸部と本体のスリットを合わせ、前面カバーをは*込みます。 



メンテナンス 




付属ソフトウェア ( Windows のみ} 

付属のソフトウェアの概要とお問合せ先をご案内します。 


付属ソフトウェアの概要 


Windows Server 2008 R2/Server 2008/Server 2003 R2/Server 2003 や、 Mac OS 
をお使いの場合は、 RAID 管理ユーティリティーのみこ使用いただけます。 


RAID 管理ユーティリティー 


本製品の RAID 設定を行うソフトです。本製品に内蔵された2台のハードディスクを1台のハー 
ドディスクとして使用することができるようになリます。本ソフトで設定できる RAID は 「RAI D 1」、 
「RAID0」、 「スバニング」と「通常モード（ハードディスク2台を個別に使う）」です。 

_できること 

本製品の RAID モードを変更できます。 


• 使いかた 


「 RAID の構築 （USB 接続のみ)」 (P13) 

を参照してください。 

TurboPC 



TurboPC は、書き込みキャッシュを使用し、転送速度を高速化します。 


•できること 

本製品とバソコンの転送速度を高速化できます。 

參使いかた 

TurboPC のマニュアルを参照してください。 TurboPC のマニュアルは、本製品に収録されて 
います。マニュアル「はじめにお読みください」の「画面で見るマニュアルについて」の手順 
で表示させてください。 


TurboCopy 

TurboCopy は、コピー/移動するフアイルをひとまとめに転送して効率化します。 


•できること 

パソコン内でファイルをコピー/移動する時間を短縮（高速化）します。 

• 使いかた 

TurboCopy のマニュアルを参照してください。 TurboCopy のマニュアルは、本製品に収録さ 
れています。マニュアル「はじめにお読みください」の「画面で見るマニュアルについて」の 
手順で表示させてください。 


HD - WLSU 2/ R 1 シリーズユーザーズ マニュアル 










Backup Utility 

Backup Utility は、バックアップソフトウェアです。バックアップするドライブを指定しておく 
ことで、一定間隔または指定時刻に自動でノ K ックアップを行えます。 

• 使いかた 

Backup Utility のマニュアルを参照してください。 Backup Utility のマニュアルは、本製品に収 
録されています。マニュアル「はじめにお読みください」の「画面で見るマニュアルについて」 
の手順で表示させてください。 

• お問合せ先 

株式会社バッファローサボートセンター（マニュアル「はじめにお読みください」に記載）へ 
お問合せください。 


RAMDISK ユーティリティ 

パソコンに搭載されているメモリーの領域を仮想ハードディスク 「RAMDISK」 として使用するソ 
フトウェアです。 RAMDISK は、コンピュータ（マイコンピュータ）にハードディスクとして認 
識され、データの読み書きを行うことができます。 

ハードディスクよりも高速なメモリーの特性を活かし、データの読み書きが快適に行えます。 

參使いかた 

RAMDISK ユーティリティのマニュアルを参照してください。 RAMDISK ユーティリティのマ 
ニュアルは、本製品に収録されています。マニュアル「はじめにお読みください」の「画面で 
見るマニュアルについて」の手順で表示させてください。 

• お問合せ先 

株式会社バッファローサポートセンター（マニュアル「はじめにお読みください」に記載）へ 
お問合せください。 


Buffalo Tools ランチヤー 

Buffalo Tools ランチヤーは、簡単にソフトウェアを起動させるためのランチヤーです。 Buffalo 
Tools ランチヤーにあるアイコンをクリックするだけでソフトウェアやファイルを起動すること 
ができます。 

• 使いかた 

Buffalo Tools ランチヤーのマニュアルを参照してください。 Buffalo Tools ランチヤーのマニュ 
アルは、本製品に収録されています。マニュアル「はじめにお読みください」の「画面で見る 
マニュアルについて」の手順で表示させてください。 

• お問合せ先 

株式会社バッファローサポートセンター（マニュアル「はじめにお読みください」に記載）へ 
お問合せください。 
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eco マネージヤー for HD 

eco マネージャー for HD は、本製品を休止状態 （※） にして消費電力を抑えることができるソフ 
トウェアです。このソフトウェアを使用すれば、アクセスしないハードディスクの消費電力を抑 
えることができます。 

※本書中の「休止状態」とは、このソフトウェアを使用してハードディスクの回転を停止した 
状態（スピンダウン状態）を指します。パソコン （ Windows ) の休止状態や、スタンバイ- 
ハイバネーシヨン等の省電力状態とは異なります。休止状態では、パワー•アクセスランプは 
消灯しますが、コンピュータ（マイコンピュータ）にある本製品のアイコンは表示されたまま 
です。 


• 使いかた 

eco マネージャー for HD のマニュアルを参照してください。 eco マネージャ ー for HD のマニュ 
アルは、本製品に収録されています。マニュアル「はじめにお読みください」の「画面で見る 
マニュアルについて」の手順で表示させてください。 

#お問合せ先 

株式会社バッファローサポートセンター（マニュアル「はじめにお読みください」に記載）へ 
お問合せください。 


SecureLock+buara 

SecureLock+Guard は、 AES 暗号化ソフトウェアです。本製品に暗号化ボックス（暗号化された 
データを収納するファイル）を作成し、その中にデータを入れることで暗号化できます。暗号化 
ボックスの容量以外は自由にファイルの読み書きできるため、本製品1台で暗号化したデータと 
自由に読み書きできるデータを区別して保存することができます。データの読み出しには、パス 
ワードが必要になるため、万一、紛失や盗難にあった場合でも外部へのデータ流出を防ぐことが 
できます。 

また、不正アクセスや誤操作から暗号化したデータを保護する機能もついているため、安心して 
お使いいただけます〇※)。 

※ Windows XP をお使いの場合、不正アクセスや誤操作から暗号化したデータを保護する 
機能には 、 「Windows XP Service Pack 2以降」が必要です 。 Windows Update ( http :// 
windowsupdate . microsoft . com /) からインストールしてください。 

• 使いかた 

SecureLock +Guard のマニュアルを参照してください。 SecureLock +Guard のマニュアルは、 
本製品に収録されています。マニュアル「はじめにお読みください」の「画面で見るマニュア 
ルについて」の手順で表示させてください。 

• お問合せ先 

株式会社バッファローサポートセンター（マニュアル「はじめにお読みください」に記載）へ 
お問合せください。 
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Acronis True Image HD 

Acronis True Image HD は、バックアップを作成するソフトウェアです。 Windows を起動したまま 
バックアップを作成できます。データのバックアップだけでなく、 0 S のインストールされた領域 
のバックアップも可能です。システムの入った領域を他の領域にバックアップしておけば、システ 
ムの入った領域に何かあった場合、復旧が容易に行えます。 

•主な機能 

• バックアップ（イメージ）の作成と復元 
• バックアップ（イメージ）の管理 

• 設定やディレクトリー構成などを変えることなく本製品や他のハードディスクへのデータ転送 
• 転送時のノヽ°_ティションサイズの変更やノ《ーティションの位置の移動 
• パーティションの作成 

• 起動用ディスクまたは USB メモリーなどのデータストレージデバイスの作成 
• ハードディスク全体のデータ完全消去 
• パーティションのデータ完全消去 
• 本製品全体のデータ完全消去 

• 使いかた 

Acronis True Image HD のマニュアルを参照してください 。 Acronis True Image HD のマニュ 
アルは、付属のユーティリティ ー CD に収録されています。マニュアル「はじめにお読みくだ 
さい」の「画面で見るマニュアルについて」の手順で表示させてください。 

賴 Acronis True Image HD をインストールするには、インター ネッ トからプロダクト 
インストールキーを取得する必要があリます。画面で見るマニュアル 「Acronis True 
Image HD のこ利用について」を参照して取得してください。 


「AcronisTrue Image HD 」 の操作方法や製品情報は、下記窓口までお問い合わせください。 
※株式会社バッファローでは、 「Acronis True Imaae HD 」 に関するお問い合わせは受け付 
けておりません。あらかじめご了承ください。 

お問い合わせ先アクロニス • ジャパン株式会社 


【サボート情報】 

4 ノ ターネツト： httDS://www.runexy.co.ip/supDort/acroms_support.ntml 
TEL : 0120-958-507 (無料） 

受付時間 ： 9:00〜17:30 ( 土、日、祝祭日を除く） 

※一部の電話でご利用になれない場合がございます。その場合には、 03-4520-9786 (有料） 
をご利用ください。 

※サボートセンターのご利用にはユーザー登録が必要になります。 

※アクロニス•ジャパン社のソフトウェアと製品本体（株式会社バッファロー）のユーザー 
登録は別々に行う必要があります。バッフアローのユーザー登録も忘れずに行ってくだ 
さい。 
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ウイルスバスター（体験版） 

ウイルスに加えて新種のネットワークウイルスの検出や駆除、ハッカーからの攻撃を遮断する不 
正侵入検知機能などを備えたウイルス対策ソフトウェアです。体験版のため90日間のご利用とな 
ります。 

#使いかた 

ウイルスバスターのガイドブックを参照してください。ガイドブックは、ウイルスバスターの 
インストール時に起動するウインドウから[ガイドブックを見る]をクリックすると表示され 
ます。 


アルを必ずお読みください 


ウイルスバスターのマニュアルには、ウイルスバスターを使用するための注意事項やイ 
ンストール方法が記載されています。ウイルスバスターを使用する前に必ずお読みくだ 
さい0 


「ウイルスバスター」の操作方法や製品情報は、下記窓口までお問い合わせください。 
※株式会社バッファローでは、「ウイルスバスター」に関するお問い合わせは受け付けており 
ません。あらかじめご了承ください。 

お問い合わせ先：トレンドマイクロ株式会社営業代表窓口 

TEL : 0570 -00-8326 (音声メッセージが流れますので「1番」をご選択ください。） 

営業日 ：平日のみ9:00〜18:00 

なお、年末年始は休日となります。予めご了承ください。 
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削除されたデータを検索し、市販のファイナルデータの製品版で復元できるか確認を行えます。 
復元するには製品版を購入する必要があります。 

本ソフトウェアは t 復元を行うドライブ以外の場所にインストールしてください。復元 
を行うドライブにインストールすると、本ソフトウェアのデータが上書きされるため、 
復元を行えないことがあリます。 

#使いかた 

ソフトウェアのインストール後、ヘルプを参照してください。ヘルプは、以下の手順で起動 
できます。 

[スタート ]-[( すべての）プログラム]- [ FINALDATA *.* 特別復元版試供版](氺 .* は数字） 
-[ヘルプファイル]を選択します。 


「ファイナルデータ」の操作方法や製品情報は、下記株式会社 AOS テクノロジーズ株式会社 
までお問い合わせください。 

※株式会社バッファローでは、「ファイナルデータ」に関するお問い合わせは受け付けており 
ません。あらかじめご了承ください。 

お問い合わせ先 ： AOS テクノロジー ズ株式会社 

〒 106-0041 東京都港区麻生台 2-3-5 NOA ビル 9F 

【サボート情報】 

ファイナルデータ製品版の こ、 購入： http://www.finaldata.jp/buffalo.html 
技術サポート： http://www.finaldata.jp/support/support.html 
ライブサポート： http://www.finaldata.jp 
E メー ノレ ： finaldata@aos.com 
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付属ソフトウ: 


付属ソフトウェアは 、 DriveNavigator (パソコンにユーテイリテイー CD をセットしたときに表 
示されるメニュー）からインストールできます。以下の手順でインストールしてください。 

1パソコンにユーティリティー CD をセットします。 

Drive Navigator が起動します 。 Drive Navigator が起動しない場合は、ユーティリティー 
CD 内の 「 DriveNavi . exe 」 をダブルクリックします。 

自動再生の画面は表示されたら、 [ DriveNavigator を実行する]を選択してください。 

• Windows 7をお使いの場合、「次のプログラムにこのコンピュータへの変更を許可しま 
すか？」と表示されたら、[はい]をクリックしてください。 

• Windows Vista をお使いの場合、「プログラムを続行するにはあなたの許可が必要です」 
と表示されたら、[続行]をクリックしてください。 


2 [かんたんスタート]をクリックします。 


3 [ソフトウェアの個別インストール]をクリックします。 


4インストールするソフトウェアを選択し、[インストール開始]をクリックし 
ます。 


以降は画面の指示に従ってインストールしてください。 


40 


HD-WLSU2/R1 シリーズユーザーズ マニュアル 





tti 

本製品の仕様を記載しています。 


仕様 


※最新の製品情報や対応機種については、カタログまたはインターネットホームページ （ buffalo . jp ) 
を参照してください。 


インターフェース 

USB 

eSATA 

準拠規格 

USB Specification Rev2.0 

Serial ATA bpecincation 
Revision 2.5 

コネクター 

USB シリーズ B コネクター X 1 

eSATA コネクター X 1 

最大転送速度（理論値） 

480Mbps 

3.0Gbps 

出荷時フォーマツト形式 

FAT32 

外形寸法 

86(W) X 127(H) X 204(D)mm (突起物含まず) 

消費電力 

最大 36W 

電源 

AC 100V, 50/60Hz 

動作環境 

温度 

5 〜 35°C 

湿度 

20 〜80%(結露なきこと） 

対応機種 

USB2.0 コネクターを標準搭載 
する次のパソコン 

• D0S/V 機 （0ADG 仕様） 

• Apple 製 Macintosh 

弊社製 USB2.0 ボード（別売） 
を搭載した D0S/V 機 (0ADG 
仕様） 

eSATA コネクターを標準搭載 
した DOS/V 機 (0ADG 仕様)、 
弊社製 eSATA ボード（別売） 
を搭載した D0S/V 機 (OADG 
仕様） 

対応 0S 

D0S/V 機 

Windows 7 (32bit, 64bit) / Vista (32bit, 64bit) / 

Windows XP (32bit) / 

Windows Server 2008 R2 (64bit) / Server 2008 (32bit, 64bit) / 
Windows Server 200 3 R2 (32bit) / Server 2003 (32bit) 

Macintosh 

Mac OS XI 0.4 以降 

交換用ハードディスク 

弊社製 HD-HFBS2/3G シリーズ （*) 



※通常モードでお使いの場合、 eSATA で接続すると、本製品に搭載された2台のハードディスクうち1台し 
か認識できません（本製品を接続した eSATA ポートがポートマルチプライアに対応してしている場合は2 
台認識されます)。 

(*) ハードディスクを交換する場合は、故障したハードディスクと同じまたはそれ以上の容量のハードディス 
クをご用意ください（例： HD - WL 2 TSU 2/ R 1 の場合、 HD - H 1.0 TFBS 2/3 G (1 TB ) をこ'用意ください)。 
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rraa windows をお使いの場合、本製品のドライバーが正常にインストールされるとデバイス 
マネージャー（デバイスマネージャ）に以下のデバイスが追加されます。 

デバイスマネージャー（デバイスマネージャ）は、次の方法で表示できます。 

[スタート]メニュー内の[コンピュータ （ またはマイコンピュータ）]を右クリック—[管 
理]をクリック[デバイスマネージャー（デバイスマネージャ）]をクリック 


接続方法 

追加場所 

追加デパイス名 

USB 

ディスクドライブ 

Windows 7/ Vista / Server 2008 R2 / Server 2008 : 

BUFFALO HD-WLSU2/R1 1(*1) 

Windows XP / Sever 2003 R2 / Server 2003 : 

BUFFALO HD-WLSU2/R11 USB Device (*1) 

USB(Universal Serial 
Bus) コントローラ 

Windows 7 / Vista / Server 2008 R2 / Server 2008 : 

USB 大容量記憶装置 （ *2) 

Windows XP/Sever 200 3 R2/Server 2003 : 

USB 大容量記憶装置デバイス （ *2) 

eSATA 

ディスクドライブ 

BUFFALO HD-WLSU2/R1 SCSI Disk Device (*3) 


*1 通常モードでお使いの場合は、 「BUFFALO HD-WLSU2/R1」 に続いて4つの数字が追加 
されます。 

*2TurboPC 機能を有効にしているときは、デバイス名に 「(TurboPC)」 が追加されます。 
*3 eSATA ブラケットを使って接続している場合は、 「BUFFALO HD-WLSU2/R1」 と表示 
されます。 
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